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JR連合への総結集と
労使の信頼関係構築へ全力をあげ

職場からの安全確立
政策課題の解決・前進を図ろう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

会長挨拶（要旨）

　

委
員
会
は
、
大
谷
清
副
会
長

︵
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
執
行
委
員
長
︶

の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
花
田

祐
希
中
央
委
員
︵
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
︶
を
議
長
に
選
出
し
、
以
降

の
議
事
を
進
め
た
。

　

執
行
部
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
荻
山
市
朗
会
長
は
、
能

登
半
島
地
震
で
の
被
災
者
へ
の

お
見
舞
い
、
政
治
不
信
が
高
ま
っ

て
い
る
昨
今
の
状
況
に
鑑
み
緊

張
感
あ
る
国
民
目
線
の
政
治
実

　

２
月
１
日
、
高
松
市
内
に
お
い
て
第
36
回
中
央
委
員
会

を
開
催
し
、
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
方
針
を
は
じ
め
と

す
る
当
面
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
役
員
・
中
央
委
員
・
特
別
中
央
委
員
、

そ
し
て
傍
聴
を
含
め
た
２
０
０
人
が
、
２
０
２
４
春
季
生

活
闘
争
を
目
前
に
熱
気
あ
ふ
れ
た
会
場
を
埋
め
つ
く
し
、

①
生
産
性
向
上
分
の
適
正
な
成
果
分
配
を
堂
々
と
求
め
る
、

②
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、
労
使
で
危
機
感
を
共

有
し
、
人
財
定
着
の
実
現
を
め
ざ
す
、③
す
べ
て
の
仲
間
の

想
い
を
包
摂
し
、
あ
ら
ゆ
る
『
人
財
へ
の
投
資
』
を
実
現

す
る
、④
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
生
み
出
し
た
付
加
価
値
の

適
正
分
配
と
基
盤
整
備
・
産
業
内
格
差
是
正
の
取
り
組
み
、の

４
本
柱
を
基
調
と
す
る
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思

統
一
し
た
。

　

賃
金
も
物
価
も
安
定
的
に
上
昇
す
る
経
済
の
好
循
環
へ

と
ス
テ
ー
ジ
を
変
え
る
正
念
場
で
あ
り
、
人
財
の
確
保
・

定
着
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
産
業
を
安
定
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、

組
合
員
の
努
力
が
生
み
出
し
た
付
加
価
値
の
適
正
分
配
に

よ
り
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
を
実
現
さ
る
と
と
も
に
、多

様
化
す
る
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
働
き

方
の
見
直
し
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
社
会

全
体
で
取
り
組
む
価
格
転
嫁
の
推
進
に
も
積
極
的
に
関
わ

り
な
が
ら
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
組
合
員
の
生
活
改
善
を

め
ざ
し
て
い
く
。

現
を
訴
え
た
う
え
で
、
２
０
２

４
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
、具

体
的
に
は
「
定
昇
確
保
に
加
え

１
万
円
を
目
安
に
純
ベ
ア
要
求

し
、
総
額
１
万
６
０
０
０
円
以

上
の
引
上
げ
を
求
め
る
」
と
し
、

「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
低
下
に
危

機
感
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
積
極
的
な
賃
上
げ
に
よ
っ

て
優
秀
な
人
財
を
確
保
す
る
好

循
環
を
築
く
必
要
が
あ
る
。
大

幅
な
賃
金
引
上
げ
、
処
遇
改
善
、

議事をスムーズに進めた花田議長

本田専務理事

格
差
是
正
を
実
現
す

べ
く
、
組
織
を
あ
げ

て
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
で
臨
む
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し

て
交
運
共
済
生
協
の

本
田
雅
明
専
務
理
事

が
出
席
し
、
こ
く
み

ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ

の
契
約
移
転
に
対
す

る
各
級
役
員
、
組
合

員
の
尽
力
に

謝
意
を
表
す

と
と
も
に
、

引
き
続
き
交

運
共
済
生
協
、

こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

の
事
業
発
展

に
向
け
て
協

力
を
求
め
た
。

　

そ
の
後
、

宮
野
勇
馬
企

画
局
長
よ
り
、

定
期
大
会
以
降
の
経
過
報
告
、

「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
安
全
確
立
と
職

場
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
取
り

組
み
強
化
」
「
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
・
労
働
政
策
を
通
じ

て
Ｊ
Ｒ
産
業
を
支
え
る
『
人
』

に
向
き
あ
い
未
来
を
創
る
取
り

組
み
」
「
『
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ

ン
』
の
実
践
を
通
じ
た
組
織
強

化
・
拡
大
お
よ
び
労
使
関
係
の

充
実
・
強
化
の
取
り
組
み
」

「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
将
来
を
見
据
え

た
産
業
政
策
、
政
治
活
動
を
深

度
化
さ
せ
る
取
り
組
み
」
等
の

方
針
を
提
起
し
た
。

　

質
疑
で
は
11
人
の
中
央
委

員
・
特
別
中
央
委
員
か
ら「
春

季
生
活
闘
争
勝
利
に
向
け
た
決

意
や
安
全
確
立
に
向
け
た
課
題
」

「
グ
ル
ー
プ
労
組
に
お
け
る
課

題
」
「
男
女
平
等
参
画
の
推
進

に
向
け
た
課
題
」
「
Ｊ
Ｒ
連
合

へ
の
総
結
集
に
向
け
た
取
り
組

み
」等
に
つ
い
て
発
言
を
受
け
、

活
発
な
議
論
を
展
開
し
た
。

　

執
行
部
の
中
間
答
弁
を
経
て

総
括
答
弁
に
立
っ
た
政
所
大
祐

事
務
局
長
は
、
「
驚
愕
の
ス
ピ
ー

ド
で
社
会
・
環
境
が
変
化
す
る

中
、
情
報
・
認
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
対
応
し
て
い
く
。
仲
間
に

寄
り
添
い
柔
軟
な
発
想
を
持
っ

て
組
織
と
運
動
を
創
っ
て
い
こ

う
」と
方
針
実
現
に
向
け
力
強

く
訴
え
、
各
議
案
は
満
場
一
致

の
承
認
を
受
け
た
。

　

当
面
の
最
大
の
取
り
組
み
で

あ
る
今
次
春
季
生
活
闘
争
は
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
組
合
員

の
思
い
に
馳
せ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は

Ｊ
Ｒ
７
単
組
、
グ
ル
ー
プ
89
単

組
が
一
致
団
結
の
う
え
、
勝
利

に
向
け
邁
進
し
て
い
く
。

　

能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。
早
期

復
旧
に
尽
力
し
て
い
る
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
略
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス

チ
ナ
の
武
力
衝
突
な
ど
、
悲
劇
を

一
刻
も
早
く
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
「
政
治
と
カ
ネ
」
へ

の
国
民
の
不
信
が
増
大
。
緊
張
感

あ
る
国
民
目
線
の
政
治
を
実
現
す

る
必
要
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
よ

う
や
く
収
束
。「
政
府
行
動
計
画
」

へ
私
た
ち
の
意
見
や
要
望
を
反
映

す
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

労
働
力
不
足
が
顕
在
化
。
労
働

集
約
型
の
Ｊ
Ｒ
産
業
で
は
影
響
大
。

す
で
に
若
年
層
や
中
堅
層
の
離
職

が
増
加
。
安
心
し
て
意
欲
高
く
働

き
続
け
ら
れ
る
、
魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ

産
業
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
。

　

働
く
者
の
実
態
や
意
見
を
把
握

し
、
企
業
内
は
も
と
よ
り
、
国
の

る
理
解
を
広
げ
て
地
域
共
生
に
繋

げ
て
い
く
。

　

物
流
の
「
２
０
２
４
年
問
題
」

で
は
、
受
け
皿
と
な
る
べ
き
Ｊ
Ｒ

貨
物
が
期
待
に
応
え
ら
れ
て
い
な

い
。
貨
物
列
車
の
利
用
拡
大
へ
の

障
壁
や
、
線
路
使
用
料
の
負
担
見

直
し
な
ど
の
課
題
を
認
識
し
、
国

の
物
流
や
環
境
政
策
関
係
の
財
源

を
積
極
活
用
す
べ
き
。

　

最
後
に
組
織
と
労
使
関
係
に
つ

い
て
。
組
織
は
私
た
ち
の
力
の
源

泉
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
社
員
の
約
８

割
が
労
働
組
合
未
加
入
と
い
う
異

常
な
実
態
。
会
社
は
社
友
会
を
通

じ
て
社
員
管
理
を
進
め
る
方
針
を

継
続
し
て
い
る
。
過
激
派
を
追
放

し
Ｊ
Ｒ
産
業
を
守
る
に
は
、
健
全

な
労
働
組
合
と
の
労
使
関
係
が
重

要
。
Ｊ
Ｒ
産
業
に
働
く
す
べ
て
の

仲
間
を
Ｊ
Ｒ
連
合
に
結
集
さ
せ
る

た
め
、
組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
７
社
す
べ
て
と
さ
ら
に
連

携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
各
単
組

と
よ
り
一
層
の
信
頼
関
係
を
構
築

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

が
大
き
な
課
題
。
処
遇
改
善
の
ほ

か
、
夜
間
、
屋
外
、
危
険
作
業
な

ど
の
環
境
改
善
に
取
り
組
む
。
工

務
系
の
グ
ル
ー
プ
労
組
や
他
産
別

と
も
連
携
を
深
め
、
問
題
意
識
を

高
め
て
取
り
組
む
。

　
３
点
目
に
産
業
政
策
に
つ
い
て
。

３
月
に
北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で

開
業
す
る
が
、
敦
賀
以
西
の
建
設

見
通
し
は
立
っ
て
お
ら
ず
、
西
九

賃
・
料
金
の
柔
軟
化
に
向
け
迅
速

な
改
定
が
で
き
る
よ
う
、
制
度
の

見
直
し
も
求
め
て
い
く
。
低
位
に

置
か
れ
る
グ
ル
ー
プ
労
組
の
賃
金

や
処
遇
を
改
善
す
る
に
は
、
委
託

費
や
契
約
金
額
の
引
上
げ
が
必
須
。

大
幅
な
賃
金
引
上
げ
、
処
遇
改
善
、

格
差
是
正
を
実
現
す
べ
く
、
組
織

を
あ
げ
て
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で

臨
む
。
Ｊ
Ｒ
産
業
を
支
え
る
協
力

羽
田
空
港
の
航
空
機
事
故
に
関
し

て
、
航
空
連
合
と
の
連
携
を
深
め
、

知
見
を
学
び
安
全
対
策
に
活
か
し

て
い
く
。

　

次
に
、
２
０
２
４
春
季
生
活
闘

争
と
労
働
政
策
に
つ
い
て
。
Ｊ
Ｒ

産
業
の
魅
力
低
下
に
危
機
感
を
高

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
積
極
的

な
賃
上
げ
に
よ
っ
て
優
秀
な
人
財

を
確
保
す
る
好
循
環
を
築
く
必
要

政
策
や
制
度
に
反
映
で
き
る
の
は

労
働
組
合
だ
け
。
多
く
の
仲
間
が

働
く
Ｊ
Ｒ
産
業
で
は
、
労
働
組
合

の
役
割
は
特
に
重
要
。
健
全
な
労

使
関
係
を
通
じ
て
社
会
的
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
主
要
課
題

４
点
に
つ
い
て
提
起
す
る
。

　

ま
ず
、
最
優
先
課
題
で
あ
る
安

全
確
立
に
つ
い
て
。
昨
年
１
年
間

第36回中央委員会
人財の確保・定着につながる賃上げと働き方の見直し
組合員の努力が生み出した付加価値の適正分配

ＯＮＥ ＴＥＡＭで生活改善を実現しよう

第36回中央委員会
人財の確保・定着につながる賃上げと働き方の見直し
組合員の努力が生み出した付加価値の適正分配

ＯＮＥ ＴＥＡＭで生活改善を実現しよう

会場ではＪＲ四国連合の仲間によるお土産販売の
他、能登半島地震カンパも行われた

で
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と
協
力
会
社

の
６
人
の
尊
い
命
が
労
災
で
失
わ

れ
た
。
社
会
変
化
を
見
据
え
新
技

術
も
活
用
し
な
が
ら
、
夜
間
・
危

険
作
業
の
削
減
な
ど
働
き
方
の
見

直
し
も
進
め
る
。
労
働
力
不
足
に

対
応
し
た
業
務
改
革
な
ど
の
施
策

に
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
し
、
安

全
確
立
に
全
力
を
あ
げ
る
。

　

ま
た
、
１
月
２
日
に
発
生
し
た

が
あ
る
。
本
委
員
会
で
は
、
定
昇

確
保
に
加
え
１
万
円
を
目
安
に
純

ベ
ア
要
求
し
、
総
額
１
万
６
０
０

０
円
以
上
の
引
上
げ
を
求
め
る
方

針
を
確
認
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
奮

闘
し
て
き
た
組
合
員
の
努
力
や
物

価
上
昇
に
照
ら
し
て
も
妥
当
な
水

準
。
原
資
の
確
保
に
は
、
物
価
上

昇
に
合
わ
せ
た
適
正
な
価
格
転
嫁

を
求
め
る
こ
と
も
必
要
。
鉄
道
運

会
社
な
ど
に
も
効
果
が
及
ぶ
よ
う

取
り
組
む
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
離
職
が
加
速
し
た

バ
ス
産
業
。
労
働
力
を
確
保
し
産

業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、

自
動
車
連
絡
会
と
連
携
し
て
取
り

組
む
。

　
建
設
業
の「
２
０
２
４
年
問
題
」で

は
、
鉄
道
の
保
守
、
工
事
の
実
作

業
を
担
う
協
力
会
社
の
人
財
確
保

州
新
幹
線
の
佐
賀
県
、
中
央
新
幹

線
の
静
岡
県
に
お
い
て
も
地
元
の

理
解
が
進
ん
で
い
な
い
。
国
や
地

方
、
政
治
な
ど
関
係
方
面
に
働
き

掛
け
て
い
く
。

　

地
方
路
線
に
つ
い
て
も
、
昨
年

に
改
正
地
域
交
通
法
が
施
行
さ
れ

た
が
、
法
改
正
の
趣
旨
が
十
分
に

浸
透
し
て
い
な
い
。
私
た
ち
の
強

み
を
活
か
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業
に
対
す

グ
ル
ー
プ
を
含
め
た
積
極
的
な
賃
上
げ
で

優
秀
な
人
財
を
確
保
す
る
好
循
環
を 

　

会
長  

荻
山
市
朗

グ
ル
ー
プ
を
含
め
た
積
極
的
な
賃
上
げ
で

優
秀
な
人
財
を
確
保
す
る
好
循
環
を 

　

会
長  

荻
山
市
朗
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︿
中
央
委
員
・
特
別
中
央
委
員
発
言
要
旨
﹀

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
と
組
織
強
化
に
向
け
て

 

橋
爪
中
央
委
員
︻
貨
物
鉄
産
労
︼

 

中
野
中
央
委
員
︻
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
︼

 

鎗
光
中
央
委
員
︻
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
︼

 

井
形
中
央
委
員
︻
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
︼

 

矢
田
中
央
委
員
︻
Ｊ
Ｒ
西
労
組
（
自
動
車
）
︼

 
川
端
中
央
委
員
︻
Ｊ
Ｒ
西
労
組
︼

◆
会
社
と
一
丸
と
な
り
信
頼
回

復
、
再
発
防
止
に
努
め
て
き
た
。

人
命
を
脅
か
し
か
ね
な
い
事
象

が
発
生
し
て
お
り
、
原
因
究
明

と
再
発
防
止
策
を
検
証
す
る
。

◆
物
流
に
お
け
る
「
２
０
２
４

年
問
題
」
が
目
前
に
控
え
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
追
い
風
と
言

わ
れ
る
が
、
受
け
皿
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

政
府
は
、
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

策
定
し
た
が
、
コ
ン
テ
ナ
の
増

備
、
留
置
場
所
の
確
保
、
駅
構

内
の
再
整
備
等
、
現
状
の
経
営

状
況
で
は
対
応
困
難
な
も
の
が

多
く
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
と
と
も

に
会
社
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

◆
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ
ル
ー
プ
の
経
営

は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
き
、

組
合
員
は
苦
し
い
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
４

春
季
生
活
闘
争
で
は
、
人
財
は

会
社
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
強

く
訴
え
、
統
一
ベ
ア
要
求
１
万

円
を
強
く
求
め
て
い
く
。

◆
大
会
以
降
、
組
織
拡
大
が
で

き
て
い
な
い
。
残
さ
れ
た
時
間

は
僅
か
と
自
覚
し
、
総
力
を
あ

げ
て
組
織
拡
大
に
臨
む
。

◆
貨
物
鉄
産
労
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
た
。

流
機
会
の
場
を
引
き
続
き
創
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
生
活
が
苦
し
い
と
い
う
声
が

絶
え
な
い
。
自
己
都
合
退
職
も
、

昨
年
同
時
期
を
大
幅
に
上
回
り
、

人
財
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
な

け
れ
ば
業
務
運
営
に
も
影
響
し

か
ね
な
い
。
不
退
転
の
決
意
で

満
額
回
答
を
求
め
て
交
渉
に
臨

ん
で
い
く
。

◆
広
田
一
参
議
院
議
員
を
再
び

国
政
の
場
に
送
り
出
す
こ
と
が

で
き
た
。
連
携
し
て
、
将
来
へ

の
夢
や
希
望
が
持
て
る
よ
う
、

四
国
新
幹
線
の
早
期
実
現
を
め

ざ
す
。

が
、
今
年
度
の
新
規
採
用
者
に

つ
い
て
は
獲
得
に
至
っ
て
い
な

い
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
は
、
排

他
的
平
和
共
存
否
定
の
も
と
、

活
動
を
先
鋭
化
し
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
再
生
に
は
民
主
化

完
遂
は
必
須
課
題
で
あ
り
、
全

力
で
取
り
組
む
。

◆
総
合
共
済
に
つ
い
て
、
基
本

制
度
に
年
齢
や
健
康
上
の
理
由

で
加
入
で
き
な
い
組
合
員
も
い

る
。
実
態
を
踏
ま
え
た
方
針
策

定
を
求
め
る
。

◆
結
成
20
年
を
迎
え
、
北
海
道

で
の
Ｊ
Ｒ
連
合
産
別
運
動
、
Ｊ

Ｒ
北
労
組
運
動
の
発
展
の
た
め

全
力
で
奮
闘
し
て
い
く
。

◆
近
年
で
は
、
「
青
春
18
き
っ

ぷ
」
の
利
用
者
数
が
減
少
し
て

い
る
と
聞
く
。
利
用
す
る
一
部

の
お
客
様
の
態
度
や
マ
ナ
ー
が

非
常
に
悪
い
と
い
う
話
や
、
偽

造
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
も
聞

く
。
組
合
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
各
種
運
動
に
理
解
を
示
し
て

も
ら
え
ず
、
脱
退
、
退
職
し
た

組
合
員
が
存
在
す
る
。
組
合
活

動
を
楽
し
い
と
思
い
、
組
合
が

あ
る
か
ら
働
き
た
い
と
な
れ
ば
、

離
職
防
止
に
も
繋
が
る
。

◆
第
28
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
を
東

海
地
協
準
備
の
も
と
開
催
す
る
。

民
主
化
闘
争
並
び
に
Ｊ
Ｒ
連
合

の
旗
へ
の
総
結
集
を
め
ざ
し
て

取
り
組
む
。

◆
青
年
・
女
性
委
員
会
研
修
会

で
は
、
電
力
総
連
青
年
・
女
性

委
員
会
と
意
見
交
換
で
き
た
。

事
情
や
価
値
観
に
応
じ
て
柔
軟

な
働
き
方
が
で
き
る
環
境
と
、

賃
金
・
処
遇
面
の
見
直
し
や
大

胆
な
働
き
方
改
革
に
能
動
的
に

取
り
組
み
、
働
く
者
の
意
欲
を

高
め
、
生
産
性
向
上
と
処
遇
改

善
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

具
体
的
な
要
求
と
し
て
定
期
昇

給
４
係
数
の
実
施
、
基
準
内
賃

金
１
万
３
０
０
０
円
の
引
き
上

げ
、
グ
ル
ー
プ
会
社
社
員
を
含

む
完
全
雇
用
維
持
を
決
定
し
た
。

◆
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
の
良
識
あ
る

労
働
組
合
と
今
春
季
生
活
闘
争

へ
向
け
学
習
会
を
開
催
し
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
今
後
も
取

り
組
み
を
継
続
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
中
で
民
主
的
労
働
運
動
を

展
開
し
て
い
く
。

い
の
向
上
や
生
活
の
安
定
に
繋

が
る
賃
上
げ
を
必
ず
実
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賞
与
も
コ

ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
戻
す
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

◆
バ
ス
の
運
転
手
お
よ
び
整
備

士
の
確
保
は
、
長
時
間
労
働
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
間

所
得
で
全
産
別
平
均
よ
り
約
２

割
低
い
と
い
う
実
態
を
改
善
し

な
い
限
り
、
真
の
解
決
は
あ
り

得
な
い
。
全
産
業
平
均
並
み
の

賃
金
に
到
達
す
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。

◆
新
紙
幣
へ
の
対
応
や
燃
料
費

等
の
高
騰
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー

バ
ル
や
時
間
外
労
働
の
制
限
な

ど
、
さ
ら
に
運
転
手
不
足
に
拍

車
が
か
か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
交
運
労
協
等
を
通
じ
て
国

や
自
治
体
に
補
助
金
や
税
制
面

の
補
助
な
ど
を
訴
え
て
頂
き
た

い
。

◆
バ
ス
産
業
を
持
続
可
能
な
産

業
と
す
る
た
め
、
適
正
な
運
賃
・

料
金
へ
の
見
直
し
を
行
い
、
そ

れ
を
原
資
と
し
た
労
働
条
件
の

改
善
を
め
ざ
す
。

◆
安
全
に
係
る
重
大
事
象
が
後

を
絶
た
な
い
。
労
働
組
合
と
し

て
現
場
実
態
を
踏
ま
え
た
チ
ェ
ッ

ク
・
提
言
機
能
を
発
揮
し
、
安

全
の
確
立
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
む
。
国
に
対
し
て
も
人
財

育
成
・
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
求
め
て
頂
き
た
い
。

◆
組
織
に
つ
い
て
は
対
話
を
重

視
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
組
合
離
れ
が

進
ん
で
い
る
現
状
も
聞
く
。
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
今
こ
そ

取
り
組
む
べ
き
活
動
に
つ
い
て
、

真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

◆
本
部
・
支
部
で
女
性
役
員
を

選
出
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
交

◆
２
年
連
続
で
ベ
ア
獲
得
を
し

た
が
、
物
価
上
昇
な
ど
で
生
活

向
上
の
実
感
は
な
く
、
離
職
に

も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

「
人
財
の
確
保
・
定
着
と
離
職
防

止
の
提
言
」を
踏
ま
え
、
要
求
実

現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
。

◆
「
単
独
で
は
維
持
困
難
な
８

線
区
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
中

に
示
す
こ
と
と
し
て
い
た
総
括

的
検
証
を
３
年
ほ
ど
先
送
り
す

る
と
報
告
が
な
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ

北
海
道
が
将
来
に
わ
た
り
社
会

的
使
命
を
果
た
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
持
続
可
能
な
交
通
体

系
を
構
築
し
、
責
任
の
持
て
る

事
業
領
域
の
下
で
経
営
自
立
を

果
た
す
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
Ｊ

Ｒ
連
合
と
連
携
し
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

◆
組
織
拡
大
は
喫
緊
の
課
題
だ

◆
青
年
・
女
性
委
員
会
は
、
男

女
や
系
統
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
な
が
ら
役
員
を
選
出
・
育
成

し
て
き
た
。
し
か
し
、
女
性
役

員
を
育
成
す
る
に
も
女
性
組
合

員
比
率
が
そ
も
そ
も
低
く
、
働

く
環
境
の
整
備
も
採
用
規
模
に

比
例
し
て
い
な
い
。
女
性
が
十

分
な
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
環

境
と
設
備
の
拡
充
を
め
ざ
す
。

◆
１
月
23
日
、
東
北
新
幹
線

上
野
～
大
宮
間
で
の
架
線
垂

下
に
よ
り
終
日
運
転
を
見
合
わ

せ
、
復
旧
作
業
中
に
係
員
が
感

電
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。
重

く
受
け
止
め
、
原
因
究
明
、
再

東
日
本
は
も
と
よ
り
、
グ
ル
ー

プ
会
社
や
協
力
会
社
に
お
け
る

人
財
の
確
保
・
定
着
が
不
可
欠

と
な
る
。
足
元
で
は
離
職
に
よ

る
人
財
流
出
の
動
き
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
な
い
。
個
人
の

発
防
止
と
早
期
対
策

を
出
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

◆
２
０
２
４
春
季
生

活
闘
争
で
は
、
Ｊ
Ｒ

◆
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

で
は
、
人
手
不
足
、
人
財
流
出

を
解
決
で
き
ず
に
い
る
。
賃
上

げ
は
当
然
、
働
き
方
の
見
直
し

に
も
注
力
し
、
離
職
防
止
に
繋

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
２
０

２
４
春
季
生
活
闘
争
は
、
こ
う

し
た
見
直
し
を
実
現
さ
せ
る
絶

好
の
機
会
。
採
用
競
争
力
強
化

に
も
直
結
す
る
。

◆
統
一
ベ
ア
要
求
は
、
物
価
上

昇
を
考
え
れ
ば
、
高
水
準
の
要
求

は
避
け
ら
れ
な
い
。
他
産
別
に
遅

れ
を
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

◆
政
府
が
「
労
務
費
の
適
正
な

転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関

す
る
指
針
」を
発
表
し
た
。
事
業

者
間
の
取
引
適
正
化
、
労
務
費

の
価
格
転
嫁
に
期
待
し
て
い
る
。

◆
働
き
方
の
見
直
し
は
グ
ル
ー

プ
労
組
で
は
全
く
不
十
分
で
あ

り
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

す
る
中
、
い
か
に
柔
軟
な
働
き

方
が
で
き
る
か
が
重
要
と
な
る
。

建
設
的
な
議
論
で
誠
意
あ
る
回

答
を
引
き
出
せ
る
よ
う
取
り
組

む
。
社
会
情
勢
の
共
有
、
交
渉

材
料
の
提
供
、
政
策
課
題
へ
の

対
応
な
ど
、
力
強
い
後
方
支
援

を
求
め
る
。

◆
自
動
車
運
転
業
や
建
設
業
の

「
２
０
２
４
問
題
」
が
目
前
に

迫
っ
て
い
る
。
政
府
や
省
庁
、

関
係
議
員
等
へ
の
働
き
か
け
な

ど
、
Ｊ
Ｒ
連
合
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
で
大
き
な
成
果
を
得
ら

れ
る
よ
う
引
き
続
き
の
奮
闘
を

期
待
す
る
。

◆
第
４
次
男
女
平
等
参
画
行
動

目
標
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
執
行

委
員
会
で
読
み
合
わ
せ
、
目

的
、
行
動
目
標
、
数
値
目
標

を
改
め
て
確
認
し
、
目
標
達
成

に
向
け
、
意
識
を
合
わ
せ
て
い

き
た
い
。

◆
本
目
標
で
は
、
女
性
組
合
員

の
配
属
が
な
い
機
関
に
お
い
て

も
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
目

標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
確
認

会
話
、
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い

て
、
「
確
認
で
す
が
、
女
性
役

員
の
登
用
は
考
え
て
い
ま
す
か
」

と
声
を
あ
げ
て
い
こ

う
。

◆
男
女
平
等
参
画
推

進
に
は
組
織
の
本
気

度
が
重
要
と
な
る
。

産
業
の
魅
力
を
高
め
る
と
同
時

に
、
離
職
を
食
い
止
め
る
意
味

で
も
、
男
女
が
共
に
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
整
備
は
Ｊ
Ｒ
産
業

の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
女
性
役
員
の

い
き
た
い
。
ホ
テ
ル
業
な
ど
、

過
去
か
ら
女
性
が
多
い
業
界
で

働
く
女
性
組
合
員
の
声
を
集
め

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
男
女

平
等
参
画
推
進
委
員
会
に
グ
ル
ー

プ
労
組
連
絡
会
の
方
々
に
参
画

し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
活
性
化

さ
せ
て
い
き
た
い
。

参
画
は
欠
か
せ
な
い
。

◆
男
女
平
等
参
画
推

進
の
取
り
組
み
を
グ

ル
ー
プ
労
組
で
も
定

着
・
活
性
化
さ
せ
て

◆
今
春
に
人
事
・
賃
金
制
度
の

改
正
を
控
え
、
基
本
給
は
改
善

す
る
も
の
の
、
制
度
改
正
と
は

別
に
ベ
ア
を
掲
げ
、
強
い
思
い

で
今
次
闘
争
に
臨
む
。

◆
持
続
的
な
賃
上
げ
を
求
め
、

福
利
厚
生
を
含
む
様
々
な
制
度

改
善
も
視
野
に
入
れ
、
各
労
使

が
断
続
的
な
議
論
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◆
グ
ル
ー
プ
労
組
へ
の
波
及
は
、

今
次
闘
争
の
重
要
事
項
。
労
務

費
の
適
正
な
価
格
転
嫁
や
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を
エ

リ
ア
連
合
に
も
拡
大
し
、
覚
悟
を

も
っ
て
最
大
限
取
り
組
む
。
今
次

闘
争
で
も
、
グ
ル
ー
プ
か
ら
大

き
な
う
ね
り
を
生
み
出
し
、
Ｊ
Ｒ

産
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

◆「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
目
標
の
実
践
・
具
現
化
に
向

け
て
は
、
各
単
組
の
取
り
組
み

が
重
要
と
な
る
。
経
営
環
境
の

変
化
や
事
業
再
編
の
動
き
が
目

ま
ぐ
る
し
い
。
就
労
観
や
家
庭

観
が
多
様
化
す
る
中
、
目
標
の

具
現
化
に
向
け
取
り
組
む
。

◆
グ
ル
ー
プ
会
社
に
は
、
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
非
正
規

雇
用
の
社
員
も
多
い
。
特
定
技

能
制
度
に
、
鉄
道
分
野
の
追
加

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
労
働
組

合
は
そ
う
し
た
社
員
の
受
皿
と

◆
組
合
員
の
安
全
を
脅
か
す
重

大
労
災
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。

働
く
者
の
安
全
確
保
が
、
ひ
い

て
は
鉄
道
全
体
の
安
全
性
向
上
に

繋
が
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
さ

ら
な
る
安
全
の
確
立
に
向
け
、
取

り
組
み
を
深
度
化
さ
せ
て
い
く
。

◆
鉄
道
産
業
を
支
え
て
い
る
関

係
会
社
を
含
め
た
実
質
賃
金
が

目
減
り
し
て
い
る
。
２
０
２
４

春
季
生
活
闘
争
に
お
い
て
、
Ｊ

Ｒ
東
海
連
合
と
連
携
し
、
グ
ル
ー

プ
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
会
社

で
の
人
財
の
定
着
・
確
保
に
向

け
、
賃
金
・
諸
労
働
条
件
の
向

上
に
資
す
る
発
注
単
価
や
労
務

単
価
の
引
き
上
げ
等
、
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
く
。

◆
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
に
集
う
グ
ル
ー

プ
労
組
23
単
組
の
組
合
員
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
、
人
財
こ
そ

が
最
大
の
財
産
と
い
う
価
値
観

を
礎
に
、「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」

げ
を
求
め
て
い
く
。

◆
業
界
団
体
の
設
置
に
向
け
た

取
り
組
み
を
発
信
し
、
各
単
組

は
業
界
団
体
の
設
置
に
向
け
て

会
社
に
働
き
か
け
を
行
う
べ
き
。

◆
芸
備
線
、
城
端
線
・
氷
見
線
で

再
構
築
に
向
け
た
動
き
が
出
て

い
る
。
地
域
と
の
対
話
を
大
切

に
、
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
構

築
に
向
け
た
議
論
に
参
画
す
る
。

◆
京
都
市
長
選
挙
で
は
松
井
孝

治
氏
を
推
薦
し
戦
っ
て
い
る
。

◆
３
月
16
日
に
北
陸
新
幹
線
が

敦
賀
ま
で
延
伸
す
る
。
能
登

半
島
地
震
の
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
に
な
る
よ
う
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
。

み
を
進
め
る
中
、
死
亡
労
災
事

故
が
２
件
発
生
し
た
。
「
安
全

お
守
り
手
帳
」
を
活
用
し
た
職

場
点
検
を
進
め
、
職
場
か
ら
の

安
全
確
立
に
全
力
で
取
り
組
む
。

◆
資
材
価
格
や
燃
料
費
高
騰
分

の
運
賃
へ
の
転
嫁
が
難
し
い
Ｊ

Ｒ
産
業
で
は
、
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
は
厳
し
い
闘
い
と
な

る
。
人
財
投
資
を
将
来
へ
の
成

長
投
資
と
位
置
づ
け
、
物
価
上

昇
分
を
上
回
る
持
続
的
な
賃
上

の
支
援
を
行
う
。

◆
組
合
側
の
提
言
も
反
映
し
た

「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
鉄
道
安

全
考
動
計
画
２
０
２
７
」を
２
０

２
３
年
４
月
に
策
定
。
取
り
組

◆
能
登
半
島
地
震
で
鉄
道
施
設

に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。
組
合
員
が
懸
命
に
復
旧

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
西

労
組
は
組
織
を
あ
げ
て
最
大
限

サ
ー
ビ
ッ
ク
に
お
い
て
Ｊ
Ｓ
労

を
立
ち
上
げ
た
。
運
動
と
組
織

を
残
す
こ
と
を
目
論
ん
だ
彼
ら

の
欺
瞞
に
満
ち
た
活
動
を
許
す

こ
と
な
く
取
り
組
む
。

と
な
っ
て
精
力
的
な

労
使
交
渉
を
展
開
し
、

ス
テ
ー
ジ
を
変
え
る
。

◆
Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
組

合
員
が
関
西
新
幹
線

な
り
得
る
の
か
、
組
織
と
し
て

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
中
長
期
的

◆
安
全
に
は
絶
対
も
な
く
終
わ

り
も
な
い
。
Ａ
「
当
た
り
前
の

こ
と
を
」、
Ｂ「
ば
か
に
せ
ず
」、

Ｃ
「
ち
ゃ
ん
と
す
る
」
Ａ
Ｂ
Ｃ

運
動
を
各
現
場
へ
浸
透
さ
せ
る
。

◆
賃
上
げ
が
物
価
の
上
昇
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
。
２
０
２
４

春
季
生
活
闘
争
で
は
、
働
き
が

視
点
で
継
続
的
に
議
論
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

積
極
的
に
討
論
に
参
加
す
る

中
央
委
員
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執行部答弁
要　旨

〇
　
住
吉
一
家
労
働
政
策
局
長

◆
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
は
、

ス
テ
ー
ジ
を
変
え
る
正
念
場
。

押
し
出
す
べ
き
は
、
人
財
確
保

と
組
合
員
の
努
力
。
要
求
の
幅

に
つ
い
て
は
、
物
価
上
昇
も
参

考
に
設
定
し
て
い
る
と
い
う
考

え
を
改
め
て
共
有
し
た
い
。

◆
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
目
安
と
し

て
１
万
円
を
示
し
た
が
、
過
去

最
高
と
い
う
訳
で
も
な
い
。
30

年
近
く
物
価
も
賃
金
も
上
が
ら

な
い
社
会
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
マ
イ
ン
ド
を
変
え
る
べ
き
。

◆
定
期
昇
給
制
度
が
あ
る
単
組

は
定
昇
の
完
全
実
施
を
求
め
る
。

定
昇
制
度
が
な
い
単
組
は
、
定

昇
相
当
分
と
し
て
６
０
０
０
円

と
い
う
数
字
を
示
し
た
。
グ
ル
ー

プ
も
含
め
た
Ｊ
Ｒ
連
合
全
体
の

賃
金
水
準
は
約
30
万
円
で
あ

り
、
定
昇
相
当
分
の
２
％
に

当
て
は
め
た
。

◆
政
労
使
の
意
見
交
換
会
や
経

団
連
の
経
労
委
報
告
も
賃
上
げ

に
は
前
向
き
な
姿
勢
。
連
合
を

含
め
、
三
者
の
意
思
が
揃
っ
て

い
る
。
「
支
払
い
能
力
論
」
か

ら
脱
却
し
、
将
来
の
産
業
・
経

済
を
支
え
る
人
財
へ
の
投
資
を

果
た
す
べ
き
。

◆
運
賃
制
度
に
対
す
る
課
題
提

起
や
、
定
期
券
の
割
引
に
対
す

る
支
援
な
ど
の
政
策
的
な
課
題

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
で
取
り
組
む
。

◆
価
格
転
嫁
の
指
針
も
策
定
さ

れ
た
。
中
小
企
業
を
中
心
に
労

務
費
の
価
格
転
嫁
が
推
進
で
き

て
い
な
い
と
い
う
政
労
使
の
議

論
か
ら
生
ま
た
も
の
で
あ
り
、

連
合
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
会
社
を
中
心
に
大
き

な
武
器
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

◆
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
共

存
共
栄
、
望
ま
し
い
取
引
慣
行
の

推
進
を
企
業
の
ト
ッ
プ
が
宣
言

し
て
取
り
組
む
も
の
。Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
各
社
と
価
格
転
嫁
に
対
す
る

認
識
を
深
め
る
た
め
に
全
単
組

で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

◆
建
設
業
の「
２
０
２
４
年
問
題
」

に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
国
交
省

の
審
議
会
が
持
続
的
な
建
設
業

を
維
持
す
る
た
め
の
施
策
を
ま

と
め
た
。
こ
れ
を
も
と
に
今
国

会
で
建
設
業
法
を
改
正
す
る
動
き

が
あ
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
主
張

を
盛
り
込
め
る
よ
う
、
電
力
総
連

と
も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

◆
グ
ル
ー
プ
労
組
の
男
女
平
等

参
画
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
業
種
に
よ
っ
て
は
女
性
が

多
い
単
組
が
あ
る
。
そ
う
し
た

単
組
か
ら
知
見
を
深
め
て
い
く

た
め
、
今
後
の
男
女
平
等
参
画

推
進
委
員
会
へ
の
参
加
を
要
請

し
て
い
る
。

〇
　
石
川
敏
也
産
業
政
策
局
長

◆
安
全
の
確
立
は
Ｊ
Ｒ
連
合
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
。
産
別
と

し
て
、
単
組
の
取
り
組
み
に
資

す
る
情
報
共
有
や
機
会
の
提
供

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。
し

か
し
な
が
ら
死
亡
事
故
・
重
大

労
災
は
い
ま
だ
な
く
な
ら
ず
、

過
去
と
同
種
の
事
例
も
発
生
し

て
い
る
。
会
社
も
安
全
計
画
を

策
定
し
取
り
組
む
が
、
こ
れ
に

対
し
チ
ェ
ッ
ク
・
提
言
機
能
を

発
揮
す
る
の
も
労
働
組
合
の
役

目
。
し
っ
か
り
と
議
論
し
、
労

使
協
調
し
た
安
全
確
立
の
取
り

組
み
を
要
請
す
る
。

◆
昨
年
の
業
種
間
安
全
検
討
会

で
は「
直
協
連
携
」の
取
り
組
み

を
学
ん
だ
。
直
轄
・
協
力
会
社
間

で
安
全
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す

べ
く
情
報
共
有
を
密
に
す
る
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ラ
ー
が
発
生

し
な
い
よ
う
見
回
り
・
対
話
の

頻
度
を
高
め
る
、
ル
ー
ル
の
見

直
し
を
愚
直
に
進
め
る
な
ど
、

安
全
を
第
一
と
と
ら
え
る
他
産

別
等
の
活
動
も
参
考
に
し
た
い
。

◆
物
流
の「
２
０
２
４
年
問
題
」

に
つ
い
て
。
貨
物
輸
送
へ
の
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
が
望
ま
れ
る
も
の

の
、
現
実
は
残
念
な
が
ら
そ
の

期
待
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。

災
害
頻
発
線
区
の
強
靱
化
や
積

み
替
え
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設

な
ど
を
進
め
る
う
え
で
の
障
壁

を
単
組
や
貨
物
会
社
と
も
連
携

し
取
り
除
い
て
い
く
。

◆
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
黄
色
線
区
問

題
に
つ
い
て
。
各
線
区
の
将
来

は
、
既
に
あ
る
程
度
見
え
て
い

る
の
で
は
。
い
ち
早
く
議
論
が

始
ま
り
、
地
域
に
お
け
る
最
適

な
交
通
モ
ー
ド
が
選
択
さ
れ
る

よ
う
産
業
政
策
委
員
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
い
く
。

◆「
青
春
18
き
っ
ぷ
」に
係
る
課

題
提
起
に
つ
い
て
、
人
財
の
確

保
・
定
着
の
観
点
か
ら
も
、
カ

ス
ハ
ラ
問
題
に
取
り
組
む
必
要

性
を
痛
感
。
交
運
労
協
と
連
携

し
、
カ
ス
ハ
ラ
防
止
の
法
制
化

に
向
け
て
活
動
を
展
開
し
た
い
。

◆
四
国
新
幹
線
の
実
現
に
向
け

て
、
鉄
構
労
と
連
携
し
て
策
定

し
た
提
言
を
活
用
し
、
四
国
も

開
業
効
果
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
。

◆
バ
ス
産
業
も
利
用
は
回
復
し

て
い
る
が
、
深
刻
な
人
手
不
足

に
よ
り
収
益
拡
大
の
機
会
を
逸

す
る
ば
か
り
か
、
減
便
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

原
油
高
騰
へ
の
支
援
や
、
運
賃
・

料
金
制
度
の
課
題
に
つ
い
て
、

国
交
省
へ
の
要
請
行
動
等
を
通

じ
て
解
決
し
て
い
き
た
い
。

◆
業
界
団
体
の
設
置
は
産
業
の

発
展
に
必
要
不
可
欠
。
各
社
が

よ
り
一
層
協
力
・
連
携
し
て
政

策
実
現
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

り
、
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

◆
改
正
地
域
交
通
法
に
つ
い
て
、

自
治
体
は
、
路
線
の
存
廃
議
論

を
恐
れ
及
び
腰
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
今
回
の
改
正
は
決

し
て
そ
れ
を
前
提
と
し
た
内
容

で
は
な
い
。
城
端
線
・
氷
見
線

と
い
っ
た
好
事
例
も
あ
り
、
周

知
し
て
い
き
た
い
。

○
　
相
良
夏
樹
組
織
局
長

◆
組
織
人
員
は
３
年
連
続
減
少
。

人
口
減
少
の
現
在
、
新
入
社
員

中
心
の
拡
大
だ
け
で
は
減
少
傾

向
は
止
ま
ら
な
い
。
北
海
道
・
東

日
本
・
貨
物
の
民
主
化
当
該
会

社
と
未
組
織
の
グ
ル
ー
プ
企
業

が
大
き
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
り
、

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
を
要
請

す
る
。

◆
民
主
化
闘
争
は
、
難
し
い
こ

と
を
や
ろ
う
と
い
う
話
で
は
な

い
。
産
別
も
単
組
も
、
政
策
面

を
始
め
と
し
て
、
様
々
社
会
や

Ｊ
Ｒ
各
社
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
ず
は
こ
れ
を
し
っ
か
り
伝
え

て
、
知
っ
て
貰
う
こ
と
が
重
要
。

だ
か
ら
こ
そ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も

大
事
。
加
え
て
、
直
接
Ｊ
Ｒ
連

合
の
活
動
に
触
れ
て
貰
い
た
い
。

こ
れ
も
難
し
い
話
で
は
な
く
、

既
存
の
活
動
、
例
え
ば
ユ
ー
ス

ラ
リ
ー
に
よ
り
多
く
の
未
加
入

者
・
他
労
組
組
合
員
を
連
れ
て

く
る
等
は
で
き
よ
う
。
民
主
化

当
該
単
組
で
の
丁
寧
な
声
掛
け
、

支
援
単
組
の
力
添
え
、
双
方
お

願
い
し
た
い
。
民
主
化
当
該
単

組
は
、
組
織
人
員
的
に
は
か
な

り
苦
し
い
状
況
。
単
組
活
動
の

コ
ア
部
分
は
自
分
達
で
や
る
と

し
て
、
組
織
活
動
面
は
支
援
単

組
側
に
よ
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。

◆
民
主
化
当
該
の
会
社
は
、
経

営
的
に
労
務
ま
で
手
が
回
ら
な

い
面
が
あ
る
。
そ
の
点
を
私
た

ち
も
政
策
面
で
支
援
し
、
労
務

に
リ
ソ
ー
ス
を
割
け
る
よ
う
に

し
た
い
。
政
策
活
動
と
組
織
活

動
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。

◆
政
治
の
現
状
に
深
く
は
コ
メ

ン
ト
し
な
い
が
、
緊
張
感
を
取

り
戻
す
こ
と
は
や
っ
て
い
き
た

い
。
ち
な
み
に
、
い
ま
だ
基
本
計

画
に
留
ま
る
四
国
新
幹
線
に
係

る
要
望
が
出
た
が
、
こ
れ
を
整

備
計
画
に
格
上
げ
す
る
に
は
、
政

府
・
与
党
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
こ
も

念
頭
に
置
い
て
取
り
組
み
を
進

め
る
。

◆
青
・
女
活
動
に
つ
い
て
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
の
活
動
に
感

謝
。
そ
う
し
た
中
で
も
活
動
を

活
性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
で

き
る
と
思
う
の
で
、
連
携
し
な

が
ら
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

◆
「
女
性
役
員
意
見
交
換
会
」

に
、
初
め
て
グ
ル
ー
プ
労
組
連

絡
会
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
感

謝
。
そ
こ
で
意
見
も
出
た
が
、

女
性
役
員
の
登
用
に
際
し
、
女

性
な
ら
誰
で
も
い
い
の
で
お
願

い
す
る
と
い
う
形
で
は
ダ
メ
。

「
あ
な
た
に
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
本
気
度
の
あ
る
声
か
け

を
お
願
い
し
た
い
。

◆
他
労
組
に
つ
い
て
、「
Ｊ
Ｒ
サ
ー

ビ
ッ
ク
労
働
組
合
」は
許
し
難
い
。

Ｊ
Ｒ
連
合
加
盟
の
関
西
新
幹
線

サ
ー
ビ
ッ
ク
労
組
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
を
組
合
員
の
内
外

に
し
っ
か
り
丁
寧
に
伝
え
る
こ

と
が
ま
ず
は
重
要
。
連
携
し
て

や
っ
て
い
く
。
ロ
ー
カ
ル
線
問

題
に
関
し
て
、
残
念
な
が
ら
Ｊ

Ｒ
総
連
や
輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
組

の
主
張
に
迎
合
す
る
自
治
体
が

一
定
数
あ
る
。
理
解
者
を
増
や

す
取
り
組
み
が
と
て
も
重
要
。

〇
　
宮
野
勇
馬
企
画
局
長

◆
総
合
共
済
に
つ
い
て
。
65
歳

以
上
の
シ
ニ
ア
組
合
員
の
課
題

は
非
常
に
重
要
な
課
題
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
た
だ
、
Ｊ
Ｒ
連
合

基
本
制
度
は
既
に
で
き
あ
が
っ

て
い
る
も
の
な
の
で
、
そ
れ
を

変
え
る
の
は
難
し
い
。
交
運
共

済
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

◆
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
５
年
先
に
も
使
え
る

労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
な
る
よ

う
、
各
単
組
で
作
ら
れ
て
い
る

提
言
や
有
識
者
の
声
、
委
員
の

皆
さ
ん
の
知
恵
を
借
り
て
残
り

半
年
頑
張
る
。
完
成
し
た
際
に

は
ぜ
ひ
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

相良組織局長

宮野企画局長

委員会宣言
　本日、私たちはＪＲホテルクレメント高松において第36回中央委員会を開催し
た。約３年半にわたるコロナ禍の「災厄」はようやく収束し、社会・経済活動の
活性化とともに、ＪＲグループの各種サービスのご利用状況は急速に回復しつつ
ある。私たちを取り巻く環境は、内外ともに驚くべき速度で「変化」している。
　こうした中、私たちは２０２４春季生活闘争をはじめ、組織と運動を発展・深
化させていく決意を固め合い、以下の重要課題に係る活動方針を満場一致で決定
した。
　第一に、福知山線列車事故のような悲劇を絶対に繰り返さないという決意のも
と、ＪＲグループ全体で職場から安全を創り上げる取り組みを深化させる。昨年
の大会以降、４件の死亡労災により尊い命が失われ、さらには重大労災も後を絶
たない現実を改めて重く受け止めなければならない。グループ会社や協力会社も
含め、組織間と職場内のコミュニケーションを充実させ、安全衛生活動と労使間
の対話・連携を充実させていく。
　第二に、２０２４春季生活闘争は、若手や中堅社員の離職や採用競争力の低下
等によって人財不足に直面する中、ＪＲ産業の行く末を占う極めて重要な取り組み
となる。特に、グループ会社や協力会社を含めたＪＲ産業に集うすべての仲間の労
働条件・賃金を魅力あるものにしなければならない。今次闘争の賃上げ要求は、
定期昇給確保とともに10,000円を目安とした純ベア統一要求を行い、総額16,000円
以上の引き上げを求める。また、手当偏重型の賃金制度改善や柔軟な働き方の推進
もあわせて要求する。「人財こそが企業における最大の財産」との価値観に基づき、
「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」での統一闘争を展開する。また、中長期的な視点で働く者の
幸せと産業の発展に繋がる力強い労働政策を展開する。
　第三に、組織の強化・拡大については、加盟各単組が働く仲間に徹底して寄り添
い、共に解決に向けた道筋を思考し続ける組織と運動を展開していく。そして組合
員の声に基づく労使協議と労使関係を一層強化し、労働組合としてのプレゼンス
を高めていく。人財の多様化が進む中においても、民主化闘争やグループ会社に
おける組織化等を通じてＪＲ産業で働く者の総結集を図り、「ＪＲ連合ビジョン」
の実践に努めていく。さらには、ＪＲ労働界はもとより、ＪＲ労使間・ＪＲ会社間に
おける連携・協働の輪を形成すべく、実現に向けた取り組みを強化する。
　第四に、ＪＲ産業の将来にわたる持続的な発展にむけて、政策活動を力強く展
開する。直面する2024年問題や、復旧途上にある令和６年能登半島地震など頻発
する自然災害といった喫緊の課題への対応を含め、これまでに創り上げた提言を
基に、連合や交運労協、関係産別と連携し、課題の解決に向けた取り組みを進め
る。政策の実現のためには、ＪＲ産業の置かれた状況や抱える課題を正しく理解
し、解決に向けて共に動く政治と行政が必要不可欠である。政局は不安定である
ものの、私たちの代弁者であるＪＲ連合国会議員懇談会および「21世紀の鉄道を
考える議員フォーラム」、さらにはＪＲ連合地方議員団連絡会との連携を強化す
る。また、来るべき各種選挙において、理解ある仲間を一人でも多く政界へ送り
出す取り組みを展開する。
　離職の増大、深刻な人手不足など、コロナ禍で加速した課題は多く、世の中の
理解と共感を得ながら解決を図っていかなければならない。ＪＲ連合は、加盟96
単組・組合員84,000人の強固な団結と労使関係によって「変化」に的確かつ柔軟に
対応し、持続可能で「強くしなやかなＪＲ産業」を築いていく。そして、ＪＲ産
業に集うすべての仲間に寄り添い、心と力を合わせ、未来を切り拓いていく。
　以上、宣言する。
　2024年２月１日

日本鉄道労働組合連合会
第36回中央委員会

各
種
課
題
の
解
決
に
向
け
て
活
動
を
展
開

石川交通政策局長

住吉労働政策局長

そ
し
て
職
場
や
部
門
を
超
え
て
、
あ

る
い
は
産
業
の
枠
を
も
超
え
て
組
織

横
断
的
に
繋
が
り
、
働
く
者
・
利
用

者
の
課
題
認
識
や
ニ
ー
ズ
を
知
る
労

働
組
合
こ
そ
が
、
産
業
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
。
職
場
・

業
務
を
点
検
し
、
対
話
を
充
実
さ
せ
、

職
場
か
ら
安
全
を
創
ろ
う
。

　

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
と
労
働

政
策
に
つ
い
て
、
離
職
に
対
し
て
防

間
と
理
解
者
の
〝
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
〟
の
強
化
・
拡
大
を
進
め
る
。
活

動
内
容
や
考
え
を
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
・

手
段
を
も
っ
て
知
ら
し
め
、
多
様
な

人
財
の
る
つ
ぼ
・
輪
を
形
成
し
よ
う
。

　

政
策
活
動
と
政
治
活
動
に
つ
い
て
、

各
種
提
言
を
広
く
展
開
し
つ
つ
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
内
外
の
様
々
な
関

係
主
体
と
の
対
話
を
積
み
重
ね
、
連

携
を
強
化
す
る
。
物
流
・
建
設
業
の

及
に
つ
い
て
は
強
い
追
い
風
。
『
労

務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格

交
渉
に
関
す
る
指
針
』
を
積
極
的
に

活
用
し
て
ほ
し
い
。

　

個
々
の
働
く
者
の
ニ
ー
ズ
に
丁
寧

に
応
え
る
こ
と
が
大
事
。
諸
制
度
や

働
き
方
の
改
革
も
含
め
、
魅
力
あ
る

労
働
条
件
・
環
境
を
創
る
総
合
生
活

改
善
闘
争
を
推
進
す
る
。

　

組
織
の
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み

戦
一
方
で
は
な
く
、
人
財
確
保
・
採

用
競
争
力
強
化
を
意
識
し
攻
め
の
姿

勢
で
対
応
し
て
い
く
。
方
針
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
ご
利
用
や
業
績
が
総

体
と
し
て
回
復
し
て
い
る
現
状
も
踏

ま
え「
組
合
員
の
頑
張
り
や
生
産
性

向
上
に
報
い
る
こ
と
が
会
社
の
責
務
」

と
い
う
考
え
を
ベ
ー
ス
に
据
え
た
。

社
会
の
変
化
や
他
産
業
の
動
向
等
と
、

自
ら
の
「
立
ち
位
置
」
や
「
社
会
的

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災

者
支
援
に
つ
い
て
は
連
合
や
関
係
機

関
と
連
携
し
出
来
得
る
こ
と
を
し
て

い
く
。
驚
愕
の
ス
ピ
ー
ド
で
社
会
・

環
境
が
「
変
化
」
す
る
が
、
情
報
・

認
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
対
応
し
て

い
く
。
仲
間
に
寄
り
添
い
柔
軟
な
発

想
を
持
っ
て
組
織
と
運
動
を
創
っ
て

い
こ
う
。

　

安
全
確
立
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

感
電
等
の
重
大
労
災
が
続
発
す

る
背
景
に
は
、経
験
値
の
低
下
、世

代
交
代
、
急
速
な
施
策
展
開
に

よ
る
余
裕
の
な
さ
な
ど
が
あ
り
、

「
不
安
全
」
を
察
知
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

職
場
の
実
態
を
知
っ
て
い
る
、

使
命
」
を
意
識
し
、
総
が
か
り
の
統

一
闘
争
を
進
め
る
。
『
月
例
賃
金
総

額
１
万
６
０
０
０
円
以
上
』『
１
万
円

を
目
安
と
す
る
純
ベ
ア
統
一
要
求
』

と
い
う
数
字
・
表
現
は
そ
の
表
れ
だ
。

私
た
ち
自
身
が
意
識
・
ス
テ
ー
ジ
を

変
え
よ
う
。
グ
ル
ー
プ
労
組
を
例
年

以
上
に
強
く
意
識
し
た
方
針
で
も
あ

り
、
政
労
使
の
対
話
や
累
次
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
発
信
に
よ
り
、
中
小
へ
の
波

に
つ
い
て
、
自
組
織
内
で
の
情
報
共

有
、
意
思
疎
通
を
丁
寧
に
行
い
、
組

合
員
の
声
を
聞
き
、
横
断
的
な
組
織

活
動
、
世
話
役
活
動
を
活
性
化
さ
せ

よ
う
。
組
合
員
の
声
に
基
づ
く
労
使

協
議
と
労
使
関
係
を
一
層
強
化
し
、

さ
ら
に
は
労
働
組
合
の
存
在
意
義
、

労
使
関
係
の
姿
を
、
民
主
化
当
該
会

社
や
未
組
織
会
社
へ
も
、
よ
り
強
く

見
せ
て
い
く
活
動
を
展
開
す
る
。
仲

行
や
多
重
構
造
と
い
っ
た
構
造
的
課

題
は
一
朝
一
夕
に
は
解
決
し
な
い
が
、

粘
り
強
く
、
か
つ
社
会
的
な
理
解
の

促
進
も
併
せ
て
取
り
組
む
。
グ
ル
ー

プ
労
組
も
分
科
会
活
動
を
活
性
化
さ

せ
、
横
の
情
報
交
換
を
積
極
的
に
展

開
し
て
ほ
し
い
。
抽
出
さ
れ
た
課
題

に
対
し
て
は
、
他
産
別
や
専
門
家
に

も
知
恵
を
求
め
、
連
携
を
強
化
し
て

真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
く
。

２
０
２
４
年
問
題
と
い
っ

た
喫
緊
の
政
策
課
題
へ
の

対
応
を
は
じ
め
、
産
業
横

断
的
に
動
い
て
い
く
。
価

格
転
嫁
の
取
り
組
み
に
関

し
て
、
鉄
道
の
運
賃
・
料

金
制
度
や
物
流
の
取
引
慣

 

総
括
答
弁（
要
旨
）

組
織
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
・
拡
大
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を

政
所
事
務
局
長
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Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

は
、
２
月
９
日
大
阪
市
内
に
お

い
て
２
０
２
４
春
闘
総
決
起
集

会
を
開
催
し
、
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
方
針
を
全
体
で
確
認

す
る
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
で
闘
い
抜
く
決
意
を
固

め
あ
っ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し

た
奥
村
敬
弥
代
表
幹
事
︵
Ｊ
Ｒ

連
合
特
別
執
行
委
員
・
東
海
交

通
事
業
労
組
執
行
副
委
員
長
︶

は
、
「
物
価
上
昇
が
著
し
い
中
、

賃
金
が
改
善
さ
れ
た
と
し
て
も

実
質
賃
金
が
低
下
す
れ
ば
意
味

は
無
く
、
人
財
確
保
の
観
点
か

ら
も
賃
上
げ
や
働
き
方
の
見
直

し
は
欠
か
せ
な
い
」
と
の
課
題

認
識
を
示
し
、
「
自
ら
の
手
で
、

環
境
・
ス
テ
ー
ジ
・
マ
イ
ン
ド

を
変
え
る
春
季
生
活
闘
争
を
作

り
上
げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し

て
挨
拶
し
た
荻
山
会
長
は
、「
２

０
２
４
春
季
生
活
闘
争
は
魅
力

あ
る
Ｊ
Ｒ
産
業
を
築
く
ス
タ
ー

ト
台
で
あ
り
、
継
続
的
な
賃

上
げ
、
処
遇
改
善
、
地
位
の

向
上
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の

成
長
に
繋
げ
る
た
め
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
臨
み
、
最
大
限
の

成
果
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
訴
え

た
。

　

住
吉
事
務
局
長
︵
Ｊ
Ｒ
連
合

労
働
政
策
局
長
︶
は
、「
定
期
昇

給
お
よ
び
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
の

賃
金
改
善
原
資
と
し
て
、月
例

賃
金
総
額
１
万
６
０
０
０
円
以

上
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
」な

ど
と
し
た
、
２
０
２
４
春
季
生

活
闘
争
方
針
を
提
起
し
、
そ
の

中
で
も
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
」
の
普
及
拡
大
に
つ

い
て
、
一
層
の
取
り
組
み
強
化

を
求
め
た
。

　

そ
の
後
、
政
府
が
策
定
し
た

「
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た

め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
」

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
同
指

針
の
策
定
議
論
に
関
わ
っ
て
き

た
連
合
仁
平
章
総
合
政
策
局
長

か
ら
講
演
を
受
け
た
。
仁
平
総

合
政
策
局
長
は
、
労
務
費
の
価

格
転
嫁
の
必
要
性
に
つ
い
て
政

府
や
経
済
団
体
等
へ
働
き
か
け

を
繰
り
返
し
、
昨
年
11
月
に
指

針
が
策
定
さ
れ
た
ほ
か
、
現
在

は
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
お
い

て
地
方
版
政
労
使
会
議
の
開
催

や
指
針
の
周
知
徹
底
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、

Ｊ
Ｒ
連
合
に
対
し
て
も
本
指
針

の
積
極
的
な
活
用
を
要
請
し
た
。

　

集
会
の
終
盤
で
は
、
各
分
科

会
の
代
表
か
ら
、
２
０
２
４
春

季
生
活
闘
争
に
向
け
て
の
決
意

が
表
明
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
た
後
、
奥
村
代
表
幹
事

が
「
89
単
組
が
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
本

格
的
な
反
転
攻
勢
に
繋
げ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
、
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
総
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

２０２４春季生活闘争勝利に向け団結がんばろう

熱気あふれる会場を埋め尽くした参加者

　
奥
村
代
表
幹
事

　
仁
平
連
合
総
合
政
策
局
長

ＪＲグループ労組連絡会
２０２4春闘総決起集会

自らの手でステージを変える
春季生活闘争を

ＪＲグループ労組連絡会
２０２4春闘総決起集会

自らの手でステージを変える
春季生活闘争を

Ｊ
Ｒ
産
業
の
成
長
に
繋
げ
る
た
め

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
臨
む　

【決意表明した各分科会代表者】
〈工　務〉ジェイアール東海コンサルタンツ労組　　　　　　加藤信二郎委員長
〈運　輸〉ＪＲ九州エンジニアリング労組　　　　　　　　　木村淳書記次長
〈陸　運〉南関東ロジスティクス労組　　　　　　　　　　　宮本将宏書記長
〈物　販〉ジェイアール西日本デイリーサービスネット労組　福田憲明副委員長
〈ホテル〉ＪＲ四国ホテルズユニオン　　　　　　　　　　　柏木拓海委員長
〈一　般〉ＪＲ西日本コミュニケーションズ労組　　　　　　鶴田英也委員長

　

２
月
２
日
の
参
議
院
本
会
議

で
は
、
政
府
四
演
説
に
対
す
る

各
政
党
か
ら
の
代
表
質
問
が
行

わ
れ
た
。
国
民
民
主
党
か
ら
は
、

幹
事
長
で
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議

員
懇
談
会
の
会
長
を
務
め
る
榛

葉
賀
津
也
参
議
院
議
員
が
登
壇

し
、
質
疑
を
展
開
し
た
。

　

榛
葉
議
員
は
本
質
疑
に
お
い

て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
日
頃
よ
り
意

思
疎
通
し
て
い
る
問
題
意
識
を

踏
ま
え
、
鉄
道
の
国
家
予
算
が

道
路
予
算
の
約
16
分
の
１
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
う
え

で
鉄
道
政
策
に
係
る
３
つ
の
主

要
課
題
に
つ
い
て
提
起
し
、
岸

田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し

て
各
政
策
の
推
進
を
求
め
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
登
壇
し
た
岸

田
総
理
大
臣
は
、
時
折
榛
葉
議

員
が
座
る
議
員
席
に
顔
を
向
け

る
な
ど
丁
寧
に
答
弁
を
行
い
、

指
摘
さ
れ
た
３
つ
の
鉄
道
政
策

課
題
の
解
決
に
向
け
て
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
く
旨
を
述

べ
、
岸
田
内
閣
と
し
て
鉄
道
政

策
へ
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
く

姿
勢
を
見
せ
た
。

　

今
回
の
総
理
答
弁
を
踏
ま
え
、

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
政
策
実
現
に
向

け
て
具
体
的
な
働
き
掛
け
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く
。

参
院
本
会
議
で
榛
葉
議
員
懇
会
長
が
代
表
質
問

鉄
道
政
策
の
主
要
課
題
を
提
起
し

取
り
組
み
推
進
を
要
請

参
院
本
会
議
で
榛
葉
議
員
懇
会
長
が
代
表
質
問

鉄
道
政
策
の
主
要
課
題
を
提
起
し

取
り
組
み
推
進
を
要
請

越本線脱線事故の慰霊碑を毎年訪れ献花行
動を実施しています。
　2005年12月25日、羽越本線砂越～北余目
間第２最上川鉄橋付近における特急「いな
ほ14号」脱線により５人の方がお亡くなり
になり、33人もの方が重軽傷を負った事故。
事故調査委員会の報告では瞬間風速40メー
トル程度の局所的突風により車両が傾いた
と結論づけられています。そして、予見は
不可能であり、事故は避けられなかったも
のとされていますが、事故後は、突風を予測
して運転を見合わせるドップラーレーダー
のデータ分析により事故防止を図っています。
　労働組合として、二度とこのような事故
を発生させないと誓い、再発防止に全力を
注ぐとともに、鉄道輸送の更なる安全性向
上に努めていかなければなりません。事故
を決して風化させてはなりません。私たち
の取り組みに理解を示してくれる職場の若
手とともに毎年慰霊碑を訪れ、安全への誓
いを新たにしています。

　ジェイアール・イーストユニオン（ＪＲ
Ｅユニオン）は、2020年に策定した「会社
と共に！」を活動の主軸とし、エリア別に
関東地協・仙台地本・新潟地本で山積する
課題解決に取り組み、ＪＲ東日本における
「真の変革」に向けてＪＲＥユニオン運動
を展開しています。
　安全に対する活動では、常に問題意識を
忘れず、過去の過ちを教訓化するため、羽

榛葉議員質問（要旨）
①物流の２０２４年問題によ

りトラックドライバー不足
が深刻な問題となる中、貨
物鉄道へのモーダルシフト
を進めるべく、カーボンニ
ュートラル実現にも絡めた
大胆な政策誘導が必要。

②改正地域交通法はＪＲが路
線廃止をし易くするためのものではなく、あるべ
き地域交通の姿を皆で考え、構築するための枠組
みであり、すべての関係者の理解促進を図るべく
実行性ある取り組みを求める。

③３月16日に延伸する北陸新幹線は、敦賀以西の整
備が未定。新幹線ネットワークは隅々まで繋がっ
てこそ意味があり、北陸以外にも北海道や九州、
リニア中央新幹線等の未開通区間の早期開通に向
けた関係者のより一層の協力を求める。

岸田総理答弁（要旨）
①物流革新緊急パッケージで

定めた貨物鉄道輸送量・輸
送分担率の目標達成に向け、
モーダルシフトに必要な施
設整備の支援に取り組む。

②地域交通法の新しい枠組み
のもと、その地域にふさわ
しい公共交通サービスの利
便性・持続性・生産性の向上に取り組む。

③新幹線ネットワークは産業・観光の発展や地方創
生、国土強靭化の観点で重要であり、整備新幹線
の着実な整備に取り組むと共に、リニア中央新幹
線整備に向けた環境を整える。

ジェイアール・イースト
ユニオン

榛葉参議院議員

岸田内閣総理大臣 加盟単組の取り組み報告加盟単組の取り組み報告


